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地域づくり委員会への相談事案等への対応について

１　大雪クリスタルホールの盲導犬同伴者の利用について
【情報提供者】
　館石委員

【事案概要】
　　コンサート主催者が、会場となる旭川大雪クリスタルホールのスタッフとコンサート開催の打合せを行った際に、盲導犬ユーザーがコンサートを鑑賞予定である旨をクリスタルホールスタッフに伝えたところ、音楽堂を盲導犬ユーザーが盲導犬同伴で利用した前例がないため、申請書を提出して貰った上で利用可否を検討させてほしい旨の返答があったとのこと。

【対応】
　盲導犬利用にあたって申請書を求められた件について、次のとおり旭川市障害福祉課を通
じ大雪クリスタルホールに確認した。
《大雪クリスタルホールからの回答要旨》
クリスタルホールとしては、施設利用の際に盲導犬を連れての入館は可能であり、申請書
　も不要であるが、盲導犬・介助犬を連れた方の各催事への参加については、ＱＡにも示して
あるとおり、主催者の判断としていることから、主催者側に、対応の可否について確認させ
てほしい旨お伝えし、参考までにＱＡも渡した。
市としては、会場を貸すだけであり、催事運営については主催者が対応することとなる。

【旭川大雪クリスタルホールホームページ「よくあるお問合せのページ」から抜粋】
Ｑ　盲導犬・介助犬を連れて行くことは出来ますか。
Ａ　盲導犬・介助犬とご一緒に入館することはできますが、各催事への参加については、
内容等により催事主催者様側の判断となりますので、事前に主催者様にお問合せくだ
さい。

　上記回答を踏まえ、旭川市障害福祉課に対し、大雪クリスタルホールの盲導犬・介助犬同
伴者の利用に関するＱ＆Ａにおいて、主催者に判断を委ねる内容となっている点は見直すべ
きと考えること、また、身体障害者補助犬法や障害者差別解消法の趣旨を知らない主催者も
多いと思われるため、催事主催者側に対し、特段の事情がない限りは、盲導犬・介助犬同伴
者の利用を断る事のないよう理解を求めるのも市（クリスタルホール）の役目ではないかと
の意見を伝えた。

※　後日、大雪クリスタルホール事務局から、コンサート主催者に対し、音楽堂も含めた盲導
犬同伴利用について検討の結果、いつでも利用可能との返答があった。





２　病院での視覚障害者への対応について
【相談者】
　視覚障害者（身障手帳２級）の６０代女性

【相談内容】
　　旭川市内の病院に受診した際、初診であったため、受付の職員からアンケート用紙を渡さ
　れたが、自分は目が悪くアンケート内容を読めない旨伝え、サポートをお願いしたところ、
当該職員から、アンケート用紙を自宅に持ち帰り家族に協力してもらい記入するよう言われ
たため、本人は、ｉＰａｄを駆使し文字を拡大しながらアンケートに記入した。
[bookmark: _GoBack]　　たとえ忙しい時間帯であったとしても、配慮に欠けた対応ではないか。
　　これまで他の病院ではそのような対応は受けた事がない。
　　今後、当該病院で視覚障害者が同様の対応をされないよう、病院側に申し伝えてほしい。

【対応】
　　地域づくり推進員、地域づくりコーディネーター、振興局社会福祉課担当主査が当該病院に出向き、対応した病院の事務長及び担当課長等に相談内容を伝え、併せて、障害者差別解消法の改正により令和６年４月から民間事業者も合理的配慮の提供が義務化される旨も説明の上、障がいのある方に対する合理的配慮の提供への理解と対応を要請した。

【病院側の回答要旨】
　相談者が言うアンケート用紙は受診申し込みとアンケートでＢ５用紙裏表の様式であるが、
文字が小さめで、目の悪い人には見づらいかもしれない。
　窓口には、受付の人（会計、初診、再受診）３人がいるが、他に一人補助の職員がいる。
　アンケートについては、任意でありあくまでも協力していただくというもの。
　　今回の相談者の場合、そのまま持ち帰りいただいても良かったが、説明が足りなかったの
かもしれない。
困っている人には、配慮をしてきたつもりであったが、相談者の希望である、同じ思いを
　させないように次の３点について実施する。
○	アンケート用紙の見直し
○	患者様には優しい対応を行う
○	今般の事案について、その場で対応できなかったのか。どのような対応が良かったの
かについて検証し、改善できるものは改善する。
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